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1968 テスト運用、 F230-602CPUを2台、 MONITOR-Y、 1 286 
FORTRAN、ALGOL
1969 1，495 正式運用開始 1 345 
リモートパッチ処理、マルチプロセッサ機能、共用ファイル
1970 2，084 デ7 ンド処理、 LP用紙カ yタ 1.5 345 
1971 2，464 MONITOR-Y改 1.5 345 
1972 2，242 高速ドラム、 XYプロッ夕、デマンド処理のセッション化、 1.5 346 
SPSS京大第3版
1973 1，786 F230-75、F230-602CPU、AD変換、 PL/I、入出力のオー 3 733 
プン化(7)レチカードリーダ、デマンド出力}、集中監視ンス
テム、 MONITOR-VH
1974 1，887 改札機能(入カジョブ件数の制限) 3 966 




1976 1.964 FM1902CPU、OSIV/F4、 6 4.845 
公衆回線端末(300bps)、磁気テープのオープン利用
1977 2.515 Nlネットワーク(実験)、出カ検索機能 6 4.845 
1978 2.527 夜間無人運転、計算機専用電話回線、データベース検索(テ 8 5.645 
スト運用)、 Nlネットワーク(テスト運用)
1979 2.793 FM2003CPU、データベース検索正式運用、プリンタプロ 16 8.845 
ッ夕、短期利用ファイル
1980 3.118 FM2004CPU、MSS(102GB)、専用 MSSボリューム、 32 14.551 
NLP、日本語処理主
1981 3.254 日本語端末、ジョプ制御マクロ機能、N1ネットワーク正式 48 22.280 
運用、カラープロ ッ夕、 SAS
1982 3.470 FM382、標準出力がNLP(A4判)、 ADF、ディスクキャッ 80 27.352 
シュ、ポートセレクタ (4800bps)
1983 3.574 FM382. M380、OSrv/F4-MSP(E20)、LCMP機能、 RDB 96 34.852 
(テスト運用)、DDF
1984 3.812 利用番号の形式変更、 FM382、VPI00(スパコン)、高速 128 49.438 
NLP、イ ンパクト式は廃止、RDB正式運用
1985 3.920 FM382、M380、VP200、専用デインタノレ交換機(9600 224 65.000 
bps)、電子メール
1986 3.592 FM780-10、M382、VP200、共通利用番号制、 416 65.000 
エラー〆ッセージのオンライ ン化、日英・英日機械翻訳
1987 3.726 FM780-30、VP200、VP400E、大学問電子メール 512 220.000 
1988 4.050 AVM、UTS(Unix)、BitnetメーJレ、DDF→ IFTS 576 325.000 
1989 4.921 Internetメール、NEWSシステム、 768 330.000 
MSP、UTSとも TCP/IP穣続(KUINS基幹ループLAN
経由)
1990 5.139 FM780-30、VP2600、MSPE20→ MSP EX、X端末 1.024 345.000 
1991 5.260 FM1800/30、VP2600、UTS→ UXP、Fortran77EX 1.024 345.000 
1992 5.283 RDBII、7ルチカードリーダの廃止、地域ネyトワー ク NCA5 1.024 345.000 
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1993 5.686 光ディスクライブラリ(最大500GB)、カートリ ッジテープ 1.024 375.000 
(36トラ ック)、 MSP!EXリモートコ 7 ンド、 GAUS-
SIAN90 
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最大演算性能 5 GFLOPS 
主記憶容量 512MB 














主記憶容量 1 GB 








主記憶容量 4 GB 














年月 機 種 名
1969年3月 IFACOM 270-30(ー 1974年8月)
1974年8月 IFACOM 230-35(-1977年1月)





1991年10月 IFujitsu M -1800/30 































































































デー タベー ス名 データベースの内容 提供機関 運用期間
ATMLINE 紫外ー赤外域における原子スベクト 京大理学部宇宙物連学教 89.5-
ル線の総合カタログ情報 室
BESSHOU 中国の近現代(19-20世紀)の人名の 京大人文科学研究所 90.10-
別称に関する情報
CAM 有機化合物、有機金属化合物の結晶 京大薬学部薬学科 83.5-
機造解析の数値データ
CHINA 1 中国の明代の科挙合格者の行政地 京大人文科学研究所 81. 5-
名・人名情報




CHINA 3 東洋学文献類自に収められた東洋学 京大人文科学研究所 87.11-
に関する研究書等の書誌情報
CNMRP 高分子Carbon-13&核磁気共鳴デ 東京工業大学工学部 83.10-
ータに関する情報
CONPHYS 物理学関係の国際会議録で定期的、 京大基礎物理学研究所 82.5-
単発的の2種類の情報
CSD 有機化合物、有機金属化合物の結晶 京大薬学部薬学科 91.3-
構造解析の文献情報及び数値データ
CSM 植物学の細胞性粘菌に関する文献情 岡崎国立共同研究機構基 80.5-
報(1869年以降) 礎生物学研究所
DESY 高エネルギ一物理学関係の文献情報 京大基礎物理学研究所 79.4 -92. 3 
ERIC 教育学関係のレポート、雑誌の論文 京大大型計算機センター 80.9-
及ぴ雑誌情報(1979年以降)
FOOD 食品成分値、献立、栄養指導に関す 食品と栄養データベース 88.5-
るデータ及ぴ料理に関する書誌情報 作成委員会
GEOMAG 世界の地磁気観測に関するデータ 京大理学部附属地磁気世 83.10-
界資料解析センター
IDEAS DNA及ぴタンパク質の配列デー 京大化学研究所 節目 4-
夕、文献情報、生物的情報等に関す
る情報
INSPECA 物理学関連の論文情報(1985年以降) 京大大型計算機センター 79.4-
INSPECB 電気工学・電子工学関連の論文情報 京大大型計算機センター 79.4-
(1985年以降)
INSPECC 計算機・制御工学関連の論文情報 京大大型計算機センター 79目4-
(1985年以降)
INSPECJ INSPEC収録の雑誌に関する情報 京大大型計算機センター 81. 1 -
(1993年版)




ISLINE 宇宙に存在する、原子・分子イオン 国立天文台野辺山宇宙電 84.2 -94. 3 
のスベクトルデータ 波観測所
]AFOV 日本に収蔵されている脊椎動物化石 京大理学部地質学鉱物学 86.5-
の標本に関する情報 教室
JISHIN 地震現象の基本データ(震源座標、 京大防災研究所 83.10-93.3 
発震機構および断層パラメターな
ど)に関する情報(図形出力が可能)
]MARC 国立国会図書館に納本された図書の 京大大型計算機センター 82.6-
書誌、情報(1979年以降)
KOKYUROK 京大数理解析研究所の講究録を対象 京大数理解析研究所 86.11-
にした書誌情報
KOUHOU 京大大型計算機センター広報の目次 京大大型計算機センター 86.3-
情報
KTSD タイ国の中世から近世にかけての法 大阪国際大学経営情報学 90.4-
律の全文情報 部
KURRIP 京大原子炉実験所で実験した結果の 京大原子炉実験所 84.11-
原子力科学関連の文献情報(1963年
以降)
MINJI 最高裁判所の民事裁判の判例情報 京大法学部 89.3-
(昭和22年以降)
MORPHO 園内及ぴ国外の地形学関連の学術雑 日本地形学連合データベ 91.4-
誌に渇載された論文情報 ース幹事会
MOUDlS 山地災害、環境保全に関する情報 京大農学部林学教室 87.5 -92.4 
MUROMATI 室町幕府が発給した文書のうちの奉 京大工学部建築学教室 86.10-
行人奉書情報
NAGARE 流体力学関係の文献情報 鳥取大学工学部 92.2-
OLDlNSPA 物理学関連の論文情報(1969-84年) 京大大型計算機センター 87.1-




OLDINSPC 計算機・制御工学関連の論文情報 京大大型計算機センター 87.1-
(1969-84年)
PICMS 数理科学に関する会議録の文献情報 京大数理解析研究所 80.9-
(1980年)
POLEM 議会・政党関係資料等立法過程、政 京大法学部附属国際法政 85.4-
治関係の文献所在情報 文献資料センター
QCLDB 量子化学に関する非経験的理論に基 北海道教育大学釧路分校 86.9-
づいた研究論文の情報
RIFP 素粒子・原子核・天体核物理のプレ 京大基礎物理学研究所 84.10-92. 3 
プリントに関する情報
RIMS 10大学が収集した数理科学関連の文 京大数理解析研究所 79.4-
献情報(1960年以降)
SAIGAI 自然災害関連の文献情報(漢字) 京大防災研究所 83.2-
SAO 10等星以上の星に関する観測データ 京大大型計算機センター 79.4-
SHIFT 高分子Carbon-13&核磁気共鳴の 東京工業大学工学部 86.5-
シフトに関する数値データ
SHOKU 日本古代の歴史書「続日本紀Jの全 京大大型計算機センター 91. 4-
文情報
SHR 高血圧ラットに関する文献情報 京大人間・環境学研究科 82.5-
TOSHO 京大大型計算機センター図書資料室 京大大型計算機センター 86.1-
所蔵の図書に関する書誌情報
XDCBIB 有機化合物の結品構造解析に関する 京大薬学部薬学科 79.4-
文献情報




































































































ステム(KyotoUniversity Integrated Information Network System)、略称、K























































こととなり、平成 5(1993)年 1月に第 5地区ネットワークコミムニティ
(NCA 5)の第1回総会が開催された。
NCA 5において、本センターは地域内のIPによるネットワーク間接続
のNOC(NetworkOperation Center)の役割を果たし、ワイドエリアネットワ
ークへの中継を行うとともに、総会などの活動を通じて参加組織聞の情報交
換の場を提供している。
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第 1項利用者講習会
大型計算機システムの有効な共同利用を図るため、センターが利用者に提
供する新しい機能やその利用法などについて、 1日あるいは数日にわたる講
習会を催してきた。講習会は実習も含むことがあり、講師は、原則として専
任教官とセンター技官が当たってきた。
その内容は、センタ一利用の多様化に伴って、広範囲にわたるようになっ
た。すなわち、センタ一発足当時は、主として FORTRAN言語の利用の講
習会であったが、昭和52-55(1977-80)年ごろには、データセット利用、グ
ラフィックス、 TSSおよびPL/IやAPLなどの言語やSAS等の統計パッ
ケー ジ、 ライブラリの講習会も聞かれている。機種更新に伴う説明会や電子
計算機に関する講習会もあり、啓蒙的な性格もあった。昭和54(1979)年にデ
ータベース利用、昭和59(1984)年に導入されたベクトル計算機の利用、昭和
63 (198)年からのUNIX利用などによって講習会のテーマはますます増加
し、内容も高度化した。回数では、昭和44(1969)年の5回に対して、センタ
一発足20年目に当たる昭和63(198)年には、 22回に増加し、その内容を見る
と、 LISP、PROLOG、Cなどの言語、 ATLAS(言語翻訳システム)なども加
わっている。その後、ネットワーク利用が進展し、電子メールの利用、パソ
コンによるセンタ一利用などの講習会も聞かれた。
さらに、昭和55(1980)年度からは、遠隔地の利用者のための遠隔地講習会
を利用者が多い 1-2の大学を選んで・実施している。また、ビデオライブラ
リによる利用者教育、ビデオプロジェクタを利用した利用者講習会を行って
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効果をあげている。
第2項研究開発
センターは、大型計算機システムの共同利用施設として、昭和44(1969)年
に発足した。大学その他の研究者は、センターの大型計算機を利用すること
が可能になったが、このほかに、センターに開発のテーマその他を申請し
て、利用者が研究開発する制度も作られた。これは開発の成果が複数の異な
る研究分野で利用でき、開発結果が利用者に還元されるものに限られてい
る。ただし、開発に要した負担金はセンターが負担する。この開発計画の下
で多くのライブラリやデータベースが開発され公開されてきた。
センターには研究開発部が置かれ、センターの教官はここに所属した。セ
ンター組織は、センタ一発足当初は、研究室・開発室・運用室・企画室から
なっていて、利用者に対するサービス面に重点が置かれていた。センター教
官は、計算機システムの整備などに伴う開発が大きな任務であり、各自の研
究はセンターの組織とは直接関係なく進められた。当時は特に、計算機シス
テムに直接関係する研究開発以外は、多くの併任・委嘱教官の助力により、
センター運用の基礎を築くことができた。
研究開発部の組織は、昭和51(1976)年の大型計算機システム M190の導入
に伴い改正されて、運用室、 OS室、応用システム室の3室体制となり、技
官会員を 3室に配属して、研究開発体制が整えられた。この時に、京大・東
大聞のコンビュータネットワークの開発が始まっている。既に、各地でデー
タベースの開発と利用が始められており、応用システム室がデータベース関
係を担当することになった。 INSPEC、DESY、RIMS、XDC、SAOなど
のデータベース開発の援助を行い、昭和53(1978)年にオンライ ン検索のテス
ト利用が開始されている。
昭和55(1980)年には、研究委員会が作られた。これは重要なテーマを選
ぴ、そのテーマについて先進的な研究者とセンター専任教官・技官から委員
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を構成し、与えられたテーマについて調査研究し、成果を公表し、利用者に
還元しようとするものであった。画像処理、省エネルギー、漢字処理、計算
機システム、数値解析などの委員会が作られた。
昭和田(1984)年度には、教授定員(振り替え)1名が認められている。昭和
60 (1985)年には、センターのあり方検討委員会での審議の結果として、研究
開発部の組織の見直しがあり、計算機システム、計算機ソフトウェア、応用
情報処理の 3研究室に組織変更が行われた。その趣旨は、計算機技術の進
歩、特にスーパーコンビュータによる科学技術計算分野の新しい展開、知識
情報処理の研究の進展、データベースの高度化と重要性の増大および通信技
術の進歩と情報処理技術との結合による先進的な情報システムを構築するこ
とを目指して組織変更が行われたのである。この組織の変更は、研究開発部
の組織を、研究を指向した形態に整えたものになっている。
昭和62(1987)年度から、 KUINS(京都大学統合情報通信システム)の整備・
運用と、地域ネットワークが研究開発のテーマになってきた。そこで、計算
機システム研究室は、平成 3(1991)年から、情報システム研究室と改称され
ている。
研究開発の成果は、各研究者が学会等に各自発表するもののほか、センタ
一広報、英文レポート、研究発表集、また他の大型計算機センターと連合の
研究開発論文集などに発表されている。また、センターの研究開発活動の一
環として、研究セミナーやグラフィックセミナーが開催されてきた。
第3項研究教育への参加
センターの専任教官は、各自が大学院研究教育に参加していたが、昭和62
(1987)年度に設置された工学研究科応用システム科学専攻の応用情報学講座
(協力講座)として、大学院研究教育に参加した。本講座での研究内容は、年
度により若干変化しているが、主なものを挙げると、次のとおりである。
(1) 知識情報処理システムの研究(文献情報およぴ全文テキストのデータべー
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スの構築と利用、人文科学研究支援システムの研究等)
(2) 大規模情報システムに関する研究(大規模計算機システムにおけるオペ
レーティングシステム、コンビュータネ ットワークアーキテクチャに関する
研究)
(3) 言語処理システムとソフトウェア工学および計算アルゴリズムに関す
る研究(スーパーコンビュータに対する高度なソフトウェア)
本講座から 6名の修士課程修了者を出している。
平成 5(1993)年度からは、センターが学部教育に参加することになった。
学部学生に大型計算機による実習を含む計算機教育を行うもので、コンビュ
ータ概論(全学共通科目・通年)を開講し、専任教官が担当している。
〔参考文献〕
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